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受理 既済事件 内 容別年報 大阪

無計表

地裁管内

検察審査会
第2表平成29年

一

夕

(最刑一）
｡ ■ ● ｡

(注） 職櫓審査事件については， 『受理人員」の「旧受」及び｢総計」 ｢既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。9
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処
理
区
分

受 理 人 員

旧

受

新 受． ．

申立て

資 格

告
解
・
人

告
発
人

鯖

求

人

被
害
者

遺

族

申
立
櫓
な
き
・
者

小
● ●

計

職 権

端 緒

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投
書

申
立
樋
な
き
者
の
申
立
て

その他

野
査
中
立
後
に
本
件
が
再
起
さ

れ
再
度
の
不
魅
豚
処
分
が
な
さ

れ
た
た
め

検
察
審
査
会
で
必
要
と
餌
め
ら

れ
た
た
め

小

計

移

送

合
計

総

計

心 ①

既 済 人 員

起
解
相
当

不
起
所
不
当

不起斫相当

起
訴
猶
予

嫌
・
疑
不
十
分

嫌
疑
な
し

罪
と
な
ら
ず

そ
の
他

小

計

審査打切り

●

ゆ

申
立
て
の
取
下
・
げ

そ

‘の

他

小

計

~

申立却下

不
起
・
所
処
分
の
不
存
在

申
立
楢
な
し

再
度
の
申
立
て

そ
の
他

小

計

移
送
合
計

審遜期間
． （受理の日から）

一
月
以
内

三
月
以
内

六
月
以
・
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

未 済 人 員

(受
審査期間
理の日か ら）

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

合
計

人
員

β

16 197 12 0 54 5 0 268 0 0 0 4 ． 0 0

の

1 0 272 288

(4)

O

(）

●

3

(）

27

(1)
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(3)
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(）
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(）

0

(）

巳

571

岳

(4)

2

(）

4

(）

6

0 １

０

〃
Ｉ

0

(）

●
○
日
△

〕

８
〃
Ｉ

0

(）

由

81

(）

O

(）

247

(4)
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(3)

103

(1)

９

０

４ 35

(）

0

(）

32

(）

・ 9

(）

O

(）

41

(）

備
考

申 ◆

● ■

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内駅 ．

G ■

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）

審査期間
及び人員

大
阪
第
一
検
奉

30‘ 1‘.15



C ○

受理 既済事件 内 容別年報 大阪

大阪第一

地裁管内

検察審査会第2表平成29年

「

(注） 職槽審査率件については， 「受理人員」の「旧受」及び「総計」 ， 「既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する．

処
理
区
分

受 理 人 員

旧

受

新 ．受

申立て

資 格

告
既
人

告
発
人

鯖

求

人

被
害
者

遺
・
族

申
立
権
な
き
者

小

針

職 播

端 緒

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投
害

申
立
櫓
な
き
者
の
申
立
て

その他

審
塞
申
立
後
に
本
件
が
再
飽
食

れ
再
度
の
不
飽
解
処
分
が
な
土

札
た
た
め

小

計

移

送

合
計
総
計

既 済 人 員

起
・
所
相
当

不

・
起
脈
不
当

不起所相当

起
脈
猶
予

嫌
疑
不
十
分

嫌
疑
な
し

罪
と
な
ら
ず

そ
の
他

小

計

審査打切り

申
立
て
の
取
．
下
げ

そ
．
の
他

小

計

申立却下

不
起
解
処
分
の
不
存
在

申
立
権
な
し

再
度
の
申
立
て

そ
の
他

小

計

移
送

合

計

審壷期間
（受理の日から）6

月
以
内

三
月
以
内

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

未 済 人 員

審査期間
(受理の日から）

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

合

計

人
員

3 62 4 0 10 3 0 79 0 0 0 1 0 0 1 0 80

●

83

(1) １

０

〃
Ｉ

3

(）

･5

(）
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(1)

7
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(）
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(）
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(1)

1
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1

(）
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(）
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(）
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(）
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(）
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(）

↑
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０
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(1)

1

(1).
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(）

4

(）

7

0．

O

(）

1

(）

O

(）

O

(）
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●

傭
考

未済事件のうち，審壷期間が1年を超える泰件の原因等内訳 毎 F

■

6 ◆

● － 今

被疑者不明 被疑者疾病 事案
・
癖 その他

(具体的に） ．

･審査期間
及び人員



C} つ

受理 既済事件 内 容別年報 大阪

大阪第二

地餓管内

検察審査会
第2表平成29年

〆

(注） 職櫓審壷享件については， 「受理人員」の「旧受」及び｢総計」 ， 『既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上ずる。

、

処
理
区
分

受 理 ●

。 人 員

旧

受

新 受

申立て

資 格

告
解
人

告
発
人

鮪
求
人

被
・
害
者

遺
族

申
立
梅
な
き
者

小

計

職 櫓

端 緒

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投
番

申
立
権
な
き
者
の
申
立
て

その他

辱
変
中
立
後
に
本
件
が
秤
飽
食

れ
再
攻
の
不
起
蹄
処
分
が
な
生

れ
た
た
恥

小．

計

移
送
合
計

総

計

・ 既 済 、 人． 貝

起
斫
相
当

不
・
起
瞬
不
当

不起翫相当

起
翫
猶
予

嫌
疑
不
十
分

嫌
疑
な
し

罪
と
な
ら
ず

そ。

の

他

小

計

審壷打切り

申
立
て
の
取
下
げ

そ

の.

他

小

計

申立却下

不
起
所
処
分
の
不
存
在

申
立
楢
な
し

再
度
の
申
立
て

そ

の

他

小

計

移

送

〈
ロ

計

(受
審査期間
理の日か ら）

月
以
・
内

三
月
以
内

六
月
以
内

一
年
以
．
・
内

一
年
．
を
超
え
る
も
の

未 済 人 員

審査期間
(受理の日から）

一
ハ

月
以
内

一
“
年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

〈
ロ

計
人

■ ■

民

3． 83 2 0 4 2 0 91 0 0 0 ’ 1 0 0 1 0 92 95

(1)

‘0

0

０
０

■

3

(）
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(i)

10

(）
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O
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(）
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０

O
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０

く

６
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２
．
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O

(）
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(）

0

. （）
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(1)
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(）

7

(1)
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(）

0．

(）

0

(）

16

(）
●

6

0

0

(）

22

(）

備
考

未済事件のうち，審壷期間が1年を超える事件の原因等内駅 ，

･被疑者不明 被疑者疾病 鞭案複雑
その他
(具体的に）

審査期間
及び人員
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1
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受理 既済事件内 容別年報 大阪・

大阪第三

地裁僚内

検察審杏今
第2表平成29年

／

(注） 職権審査率件については， 「受理人員」の「旧受』及び「総計」 ， 「既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。

処
理
区
分

｡受 理 人 負

、
旧
受

訴 受

申立て

資 格

告

豚

ー

人

告
発
人

鮪
求
人

被

害

者

遺

族

申
立
権
な
き
者

小

計

職 權

蝋 緒

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投
番

申
立
権
な
き
者
の
申
立
て

その他

審
査
申
立
後
に
本
件
が
再
飽
き

れ
再
度
の
不
起
折
処
分
が
．
な
伐

れ
た
た
め

小

計

移
送

今
回

計

総
計

既 済 人 貝

起
豚
相
当

不
起
翫
不
当

不起所相当

起
斫
猶
予

嫌
疑
不
十
分

嫌
疑
な
し

罪
と
・
な
ら
ず

そ
の
他

小

計

審査打切り

申
・
立
て
の
取
下
↑
げ

そ
の
他

小

叶

申立却下

不
起
斫
処
分
の
不
存
在

申
立
樋
な
し

再
度
の
申
立
て

そ
の
他

小

計

移
送

合

計

審遼期間
(受理の日から）

心一

月

以

内

三
月
以
内

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

未 済 人 員

審壷期間
(受理の日から）

六
月
以
．
内

一
↓
年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

合
計

人

員

2 15 3 0 15 0 0 33

■

0 0 0 1 0 0 1 0 34 36

(1)

0

(）

0

(）

8

(）

15

(1)

2

(）

1

(）

0

(）

26

(1)

0

(）

0

(）

0

(）

0

(）

0

(）

O

(）

０
０

0

0

O

(）

26
一

(1)

2

(1)
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(）

14

(）

1

(）

0

(）

8

(） ．

2

(）

０
ハ
Ｕ

10

(）

備
考

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内訳
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被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）

審査期間
及び人員
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受理 既済事件内容別年子報 大阪

大阪第四

地裁管内

検察審壷会
第2表平成29年

ー

一

〆

凸

(注） 職樋審査事件については， 「受理人員」の「旧受」及び『総計」 ， ． 「既済人員」並びに『未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。

処
理
区
分

受． 理 人 負

旧
受

新 受

申立て

資 格

告
。
解
人

告
発
人

鮪
求
人

被
害
・
者

遺
族

申
立
梅
な
き
者

小

計

職 権

端 緒

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投

番

申
立
樋
な
き
者
の
申
立
て

その他

審
塞
申
立
役
に
本
件
が
再
起
食

れ
碑
度
の
不
起
解
処
分
が
な
生

れ
た
た
め

検
察
審
塞
会
で
必
要
と
認
め
ら

れ
．
・
た
た
め

小
計

移

送

合

計

総
計

、 既 済 人 貝
● ｡

起
脈
相
当

不
起
所
不
当

不起所相当

起
斫
猶
予

嫌
疑
不
・
・
十
分

嫌
疑

な
・
し

罪
と
な
ら
ず

そ
の
・
他

小

計

審査打切り

申
立
て
の
取
下
げ

そ
．
の

他

小

計

申立却下■

不
起
所
処
分
の
不
存
在

申
立
樋
な
し

再

度
の
申
立
て

そ
の
他

小

計

移
・
送

合

計

審査期間
(受理の.日から）

一

月
以
内

三
月
以
内

六
、
月
以
内

年
以
内

一
雫
を
超
え
る
も
の

未 済 人 ・貝

､審査期間
(受理の日から）

｛
ハ

月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

合
計

人
員

3 36 2 0 11 0 0 49 0 0 0 1
Ｇ

Ｅ

0 0 1 0 50 53

(1)

0

(）

0

(）

9

(1)

34

(）

1

(）

－
１

０
。
、
■
ｐ
ｒ
ｏ

０

く

45

(1)

0

(）

O

(）

0

(）

O

(）

O

(）

3

(）

0．

(）

3

(）

O

(）

48.

(1)

4

(1)

8

(）

10

(）

26

必

■

0

0

(）

5

(）

O

(）

0

(）

5

0

備
考

未済事件のうち，審査期間が1年を超える率件の原因等内訳

● ｡ ｡

p

●

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

． （具体的に）

審査期間
及び人員
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多、界検審藷

既済事件 内 容別年報受理
大阪地裁管内
○

堺倹察審査会
第2表平成29年

〆

● ■ ①
● ｡ ､ ‐ ■ ● b

(注) 職権審壷事件については， 「受理人員j.の｢旧受｣及び｢総計』 、 『既済人員｣並びに｢未済人員｣の各箇所に0を付し,内数とiして針上する。

処
“
．
理
．
区
分

Q ■ 受 理 人 ． 風”

●
●
旧
・
．
受

新 受 〃 旬

； 申．立て ．

． 資 ・ 格．．

告
解
．
人

告
．
発
．
人

鯖
．
求
人

●
■
や

被
・
害
・
者

ｄ
ｂ遺
．
族 令

申
立
横
・
な
き
、
・
者

小
．
．
計

職 梅

. ．蝋 緒．

マ
ス
コ
ミ
の
報
遊

●

寺

投

申

｡

番

申
立
樋
な
き
者
・
の
申
立
て

b その他

、． .

◆

■

4

■

め
じ

肝

移

送

合
・
計

総

■
●

●

計

■ ■ ● ｡ 既 済． ． 人 鼠 ． ． 、 ． ．

起
解
相
当

●
●

ｑ
由

不
・
起
脈
不
当

■
。
●

● p も

･不起脈相当

起
脈
⑩
猶
予

け
り

嫌
疑
．
不
・
十
分

嫌
》
疑
⑦
な
し

罪
と
な
ら
ず

●
毎

そ
．
の
他

小

計

､審査打切り

申
立
て
の
取
下
げ

そ
．
の
・
他

賭
■
告
巳

小

計

申立却
■

下,

不
起
脈
処
分
の
不
存
在

。
。

申
立
梅
な
し

再
度
の
申
立
・
て

そ

の

他

◆
■
１
■
計

、川
、 移
送

○

ひ

合

計

(受
審査期間 ・
理の日から） ．

■

月
以
内

三
．
・
月
内

以

･･六・．
●

月．

以

内

Ｇ
Ｂ
■年
以
．
内

一
年
を
超
え
る
も
の

●
、

未 済 人 ・貝
｡ ■

審査期間
(受理の日から）

◆

六
月
以
内

●

一
年
・
以

内

ｂ

一
年
を
超
え
る
も
の

合
．
計

人

貝

3

■

４
●

■
①

。
■

1

寺 ｡

10 11 0

Ｇ
◆

●

0

0 11

■

14 2 8 10 1

■

1

■
●

●
●

◆

●

0 ．11

｡ ｡

マ 4 2 、 1 3

備
．
考
．

0 ■ ■ ■
■

◆ 0

e 今 ●

e ■ ● ◆ ▲ ■ ■ 企

・未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内訳
､ ■ ●

0 ｡■
● ① P

｡

。
●

q p

e 由

● ･ ●

p ■

』

● ■ ● ●

● ●

● ■ p ■

q b c ●

■ ● ■

申 ■

被疑者不明

● C

被疑者疾病
▲

事案複雑．
その他
(具体的に）

審査期間
及び人員

●

● ■

◆ ●
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既済事件 内 容別年 ・報受理 大阪

岸和田

地裁笹内

検察審査会第2表平成29年

一

｢~雷司

(注） 職横審査事件については， 「受理人員」の「旧受」及び「総計」 ， 「既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。

処
理
区
分

受 理 人 員

旧

受

新 受

申立て．

資 格

告
．
所
．
人

告
発
人

謂
求
人

被
害
・
者

遺
族

申
立
梅
な
き
者

小

計

・ 職 梅

端 緒

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投

番

申
立
梅
な
き
者
の
申
立
て

その他

聯
去
申
立
役
に
事
件
が
再
起
生

れ
再
度
の
不
起
院
処
分
鋲
な
ぇ

れ
・
た
た
め

小

計

移

送

合

計

総
計

既 済 人 員

起
所
相
当

不

起
脈
不
当

不起斫相当

起
脈
猶
予

嫌
疑
不
十
分

嫌
疑
な
し

罪
・
と
な
ら
ず

そ
の
他

小

計

審査打切り ．

申
立
て
の
取
下
げ

そ
の
他

小

計

申立却下

不
起
解
処
分
の
不
存
在

申
立
権
な
し

再
度
の
申
立
て

そ
の
他

小

計

移

送

合

計

(受
審査期間
理の日か ら）

月
以
内

三
月
以
内

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

未 済 人 員

審査期間
(受理の日から）

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

合
計

人
員

2 1 0 0 4 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5 7 0 0

，

0 6 0 0 0

p

6 0 1 1 0 0 ､0 0 0 0 7 0 2 4 1． 0 0 0 0 0

傭
考

C e

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

■

0

｡ ●

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）

審査期間
及び人員

霧

鬘
坪
２
号



0

○ 。
／

（
、
、

受理 ・ 既済事件内容別年報 京都地裁管内
◆

検察審査会（集計表）
第2表平成 29年

〃

(最刑一）

(注） 職樋審査事件については， 「受理人員」の「旧受」及び「総計」 ， 『既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（〉を付し，内数として計上する。

鯵

京都第一検審第7号 平成30年19'10日

股商拙判所uF務総厨刑邸局長殿 京都鋪一検索聯恋会蛎務局長

処

理
区
分

受 理 、 人 員 ・

旧
受

新． 受

申立．て

資 格 ．

告
群
人

告

発

人

鯖
求
人

被
害
者

遺
・
族

申
立
権
な
き
者

･小

計

職 権 ． ．

･端 緒

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投
審

申
立
権
な
き
者
の
申
立
て

"･その他

小

計

移

送

今
ロ

計

総

計．

既 済 人 員．

起
訴
相
当

不
・
起
斫
不
・
当

不起脈相当

起
訴
猶
予

嫌
疑
不
十
分

嫌
疑
な
し

罪
と
な
ら
ず

そ

の

他

小

計

審査打切り

申
立
て
”
の
取
下
げ

そ

の

他

小

計。

申立却下

不
起
訴
処
分
の
不
存
在

申
立
権
な
し

再
度
の
申
立
て

そ

の

他

小

計

移

送

合

計

審査期間
(受理の日から）

ゆ

一
・
月
以
内 4

三
月
以
内

六
・
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

未 済 人 員

審査期間
(受理の日から）

六
月
以
内

年
以
内

｜
年
を
超
え
る
も
の

合
計

人
員

申

4■
凸

15 9 17 1 42

■

42 46 9 19 1 5 34 1 ,1 I 1 36 2 29 5 10

凸

10

備

考

● ▲
P ●

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内駅． ．
6

■

● 6

■

旬 ■

O 寺 申

● ■

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他．

⑤

(具体的に）

審査期間
及び人員



○ ○

7

受理 ・ 既済事件内容別．年報 京都地裁管内

京都第一検察審査会
第2表平成 29年

〃

(注） ・職権審査事件については， 「受理人員」の「旧受」及び「総計」 ， 「既済人員」並びに『未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。

凸

京都第一検審第6号 ． 平成30年1月10日

股廊蛾判所蛎務総周jm耶岡長殿 〔祁節一検索群蔽会那務局艮

処
理
区
分

受 理 ′ 人 員

旧
受

新 受

申立て

資 格

告
翫
人

告
発
人

謂
求
人

被
‐
害
者

遺

族

申
立
楢
な
・
き
者

、
０
Ｊ〃

計

・ 職 椎

端 緒

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投

書

申
立
権
な
き
者
の
申
立
て

その他

小

計

移
送

合

計

総

計

既 済 人 員

起
蘇
相
当

不
起
訴
不
当

不起瞬相当

起
訴
猶
予

嬢
疑
不
十
分

嫌
疑
・
な
し

罪
と
な
ら
ず

Ｐ
毎

そ
の
他

小

計

審査打切り

申
立
て
の
取
下
げ

そ
の
他

、
１
Ｊノ

計

申立却下

不
起
‐
訴
処
分
の
不
存
在

申
立
横
な
し

再
度
の
申
立
て

そ
の
他

小

計

移

送

〈
ロ

計

寺
ｐ

審査期間
(受理の日から）

月
以
内

三
月
以
内

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

未 済 人 員

審査期間
(受理の日から）

一

ノ、

月

以
．
内

年
以
内

｜
年
を
超
え
る
も
の

△
ロ

計

人
員

3 7 1 7 15 15 18 6 8 14

｡

14 1 9 4 4 4

備
・
考■

ゆ

Q 句

未済事件の．うち，審査期間が1年を超える事件の原因等内訳 q ，

q ■ q ●

旬 ｡

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

､ 。 (具体的に）

審査期間

及び人員



○ ○
…

受理 ・ 既済事件内容別年報 京都地裁管内

京都第二検察審壷会
第2表平成 29年

〆

(最刑一）

(注） 職横審査事件については， 「受理人員」の「旧受」及び「総計」 ， 「既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。

8

京都第二検審第3号 平成30年1月10日 ．

股側紬判所ﾘ務総岡川ﾘ冊長殿 ．戒都節二検察瀞恋会那務局艮

処
理
区
分

受 理 人 ． 員

旧

受

新 受 Q

申立て

資 格

告
翫
人

告
発
人

舗
求
人

被
害
者

遺

族

申
立
権
な
き
者

小

計

職 樋

端 緒

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投
替

申
立
権
な
き
者
の
申
立
て

その他

小

計

移
・
送

合
計

総

計

既 済 人 員

起
脈
相
当

不
起
脈
、
不
当

不起所相当

起
既
猶
予

嫌
疑
不
十
分

嫌
疑
な
し

罪
と
な
ら
ず

そ
の
他

小

計

審査打切り

申
立
て
の
取
下
げ

そ
．
の
他

小

計

申立却下

不
起
脈
処
分
の
不
存
在

申
．
立
樋

な
し

再
度
の
申
立
て

そ
“
の
・
他

小

計

移

送

合

計

審査期間
(受理の日から）

一
月
、
以
．
内

三
月
以
内

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
・
の

未 済 人 員

審査期間
(受理の日から）

六
月
以
内

一
年
以
内

一
．
年
を
超
え
る
も
の

今
ロ
・

計

人
員

1 5 5 10 1 21 0 21 22 3 8 1 2 14 1 1 1

｡

’ 16 1 14 1 6 6

傭

考

■ や

■ P

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内駅 ． ．
◆ ｡

〆｡

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）

審査期間
及び人員



○ ○

受理 ・ 既：済事件内容別年報 京都地裁管内

宮津検察審査会
第2表平成 29年

ヂ

(注） 職橘審査事件については， 『受理人員」の「旧受」及び「総計j , 「既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に()を付し，内数として計上する。

●

宮津検審第3号 平成30年1月4日

最高錨判所u蛎総冊刑ﾘ堀長殿 宮津検察群戒会11F務周艮

処
理
区
分

● ＝

受 理 人 員

旧
受

新 受

申立て

資 格 ．

告
脈
人

告
発
人

鯛
求
人

被

害

者

遺
族

申
・
立
権
な
き
者

、
Ｉ
ｊＪ

計

職 楢

端 緒

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投

番

申
立
梅
な
き
者
の
申
立
て

その他

･小

計

移

送

合，

計

総

計

既 済 当 人 員

起
所
相
当

不
起
脈
不
当

不起脈相当

起
訴
猶
予

嫉
疑
不
十
分

鮫
．
疑
な
し

罪
と
な
ら
ず

そ
の
＠
他

小

計

審査打切り

申
立
て
の
取
下
げ

そ
の
〃
他

小

計

申立却下

不
起
解
処
分
の
不
存
在

申
立
権
な
し

再
度
の
申
立
て

そ
の
他
計

、川
．

●
▲

移
送
合
計

審壷期間
(受理の日から）

月
以
内

三
月
以
内

六
月
以
内

年
以
内

●
一
年
を
超
え
る
も
・
の

未 済 人 員

審査期間
(受理の日から）

六
月
、
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

今
ロ
・

計

人
員

3
．

3 6 0 6 6 3 3

e■

6 0 0 6 6 0

.､傭

考

争 0

■ ｡

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内駅

p ●

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）

審査期間
及び人風



○ ○，

咳当事件なし

受理 ． 既済事件内容別年報 京都地裁管内

獅鶴検察審査会
第2表平成 29年

〆

(注） 職樋審査事件については, 「受理人員｣ .の「旧受｣､及び『総計」 ， 「既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に0を付し，内数として計上する。

舞鶴検審第3号 平成30年1月4日

最高哉判所q蛎総同刑蛎局長殿 挿朗検索瀞迩会ﾘ蛎刷長

処
理
区
分

受 理 人 員

旧
受

新 受

申立て

資 格

告
翫
人

告
．
発
人

鯖
求
人

被
害
者

遺

族

申
立
梅
な
き
者

、
Ｏ
ｊＪ

計

職 梅6

、 端 緒 ．

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投
番

申
立
樋
な
き
者
の
申
立
て

■ ■

その他

、
Ｉ
ｊＪ

計

移

送

△
ロ
・

計

総

計

既 済 人 員

起
訴
相
当

不
起
訴
不
当

不起脈相当

起
脈
猶
予

嫌
疑
不
十
分

嫉
疑
な
し

罪
と
な
ら
ず

そ
の
他

、
１
Ｊ
一
〃

計

審査打切り

申
立
て
の
取
下
。

そ
の
他

小

計

申立却下

不
起
訴
処
分
の
不
存
在

申
立
・
横
な
し

再
・
度
の
申
立
・
て

そ
の
他

小

計

移
送

〈
ロ

計

審査期間
(受理の日から）

月
以
内

三
月
以
内

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

未 済 人 員

審査期間
(受理の日から）

六
・
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

〈
ロ

計

人
員

備
考

●

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内駅

1 0

◆

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他
(具体的に）

審査期間
及び人員



○○

受理 ・ 既済事件内容別 ．年報 神戸地裁管内
q

検察審査会集計表第2表平成 29年

(注） 職楢審査事件については， 「受理人員」の「旧受J及び「総計」 ， 「既済人員j並びに「未済人員jの各箇所に（）を付し，内数として計上ず-る。

処
理
、
区
・
分

受 理 人 員

旧
受

新 受
▽ 旬

申立て

資 格

告
膵
人

告
発
人

餉
求
人

被
害
者

遺

族

申
立
樋
な
き
者

小

計

職 梅

端 緒

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投

密

申
立
樋
な
き
者
の
申
立
て

その他

小

計

移
、
送

合
．
計

総
・
・
・
計

既 済 人 員

起
斫
相

当

不
起
齢
不
当

不起酢相当

起
翫
猶
予

嫌
疑
・
不
十
分

嫌
疑
な
し

罪
と
な
ら
ず

そ
の
他

､小

計

審査打切り

申
立
て
の
取
下
げ

そ

0

の

他

小

計

申立却下 ．

不
起
斫
処
分
の
不
存
在

申
・
立
・
梅
な
し

再
度
の
申
立
て

そ

､の

他

小

計

移
送
合
計

審査期間■

(受理の日から）

月
以
内

三
月
以
内

六
月
以
内

年
以
．
内

一
年
を
超
え
る
も
の

未． 済 人 貝

審査期間
(受理の日から）

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

合
・
・
計

人
．
員

／
、

48

■

55 14
D P

21 ‘6

■ ●

ダ

96 0 96 144

~

3 20 55 20

●

■

10

合

4

○

109 1

序

6

1

●
ゆ

1 1 2

で

115 2

｡

16

句

51 46 29

■

〆

29

、
伽
考

● ● ｡

未済癖件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内駅 ．
■ p q

● ｡

6

■ ①

●

0 ｡

被疑者不明 被疑者疾病 率案複雑
その他
(具体的に）

審査期間
及び人員



○ ○

受理 ・ ・既済事件内容別年報 神戸地裁管内
B

神戸第一検察審査会
第2表平成 29年

、

'

(最刑一）－ ●

(注） 職權審壷事件にづいては， 「受理人風」の「旧受」及び「総計」 ， 「既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。

処
理
．
区
分

受 理． 人 員

勺
■
毎

旧
受

■ ●

◆ ｡

新 受

申立て．

資 ． ．格

告
．
脈
人

告
発
・
人

鯛
求
人

被

害

者．

遺
族

申
立
梅
な
き
者

小

計

職 梅

臘 緒

マ
ス
コ
ミ
の
報
道

投

番

申
立
梅
な
き
者
の
申
立
て

その他

小

計

･移

送

〈
ロ
争

計

総

計

既 済 、 人 員

起
斫
相
当

不
起
脈
、
不

当

｡ p

不起脈相当

起
・
解
猶
予

■
●

嫌
疑
不
十
分

嫌
疑

な
し

罪
と
な
ら
ず

そ
の
他

小

計

審査打切り

申
立
て
の
取
下
げ

そ
の
他

１
１
Ｊ〃

計

｡

申立却下

不
起
斫
処
分
の
不
・
存
在

申
立
樋
・
な
〃
し

再
・
‐
度
・
の
申
立
て

そ

の

他

小

計

移
・
送

合．

針

審査期間
(受理の日から）

月
・
以
内

三
月
以
内

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

未 済 人 員

審査期間
(受理の日から）

六
月
以
内

一
年
以
内

｜
年
を
超
え
る
も
の

合

計

人
員

21 22 5 9 4

●

40 0 40

●

61 1 4 29 10 3 2 48 0 1 1 50 1 6

●

20 23 11 11

備
考

D C

■ ■

未済事件のうち,･審査期間が1年を超える事件の原因等内駅 ．

c p e

● ● ●

● ｡

、 ●

■ 守被疑者不明 被疑者疾病

■ ｡

率案複雑
その他

<具体的に）
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及び人員



○○

受理 ・ 既済事件内容別年報 神戸地裁管内

神戸第二検察審査会
第2表平成 29年

〆

(最刑一）

(注） 職横審査事件については， 「受理人員」の「旧受」及び「総計｣. ， 「既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。
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● ■

け

被疑者不明
｡

被疑者疾病 事案複雑
その他
(具体的に） 、

審査期間
及び人員

● ■



○ ○

受理 ・ 既済事件内容別年．報 神戸地裁管内

伊丹検察審査会
第2表平成 29年

』

(注） 職横審査事件については， 「受理人員』の「旧受」及び『総計」 ， 『既済人員」並びに.｢未済人員jの各箇所に（）を付し，内数として計上する。
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○○

受理 ． 既済事件内容別年報
●

｡ ･

神戸地裁管内

姫路検察審査会第2表平成 29年

P

(最刑一）

(注） 職横審査事件については， 「受理人員jの「旧受」及び『総計」 ， 『既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。
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○○

受理 ・ 既済事件内容別年報 神戸地裁管内

豊岡検察審査会第2表平成 29年

(注） 職樋審査事件については， 「受理人員」の「旧受」及び『総計j , 「既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に()を付し，内数として計上する。
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○○

受理 既済事件 内 容別年報 奈良地裁管内

検察審査会（集計表）
第2表平成29年

（岐刑一）

上済人員」並びにI未済人員lの各橿

奈良検審第6号 平成30年1月11日

m間鋭利所耶勝総刷刑ﾘ蝿長殿 奈良検察審燕会嚇務局長
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○C

受 理 既済事件 内 容別年報 奈良地裁管内

奈良検察審査会第2表平成29年

(注） 職横審査事件については， 「受理人員」の「旧受」及び「総計」 ， 「既済人員j並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。

奈良検審第5号 平成30年1月11日

JR尚批判所ﾘ嚇総冊刑‘堀長殿 奈良検索聯燕会1F務周艮
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〆

○C
●

受理 既済事件 内 容別年報 奈良地裁管内

葛城検察審査会
第2表平成29年

(注） 職権審査事件については， 「受理人員」の「旧受」及び「総計」 ， 「既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。

葛城検審第3号 ･ 平成30年1月10日
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‘つC

受理 既 済事件 内 容別年報

へ

大瀧地裁管内

検察審査会第2表平成29年

ザ

ノ

莞済人画l並びにI未済人目lの各置

｡ 、 ●

争 、

｡ ■

～

平成30年1月9日 大津検審第105号

最高裁判所

事務総局刑事局長殿 大津検察審査会
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○ ○

受． 理 既済・ 事件 内 容別年報 大津地裁符内

大津検察審査会
第2表平成29年

〆

(最刑一）

(注） 職播審査事件については， 『受理人員｣の『旧受｣及び｢総計｣ ， 「既済人員｣並びに｢未済人員jの各箇所に（）を付し，内数として計上する。
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受理 既済事件 内・ 容別年報 大津地裁管内

彦根検察奮査会
第2表平成29年

(注） 職梱審査事件については， 「受理人員」の『旧受」及び「総計』 ， 「既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。
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受理 既済事件 内 容別年報 大津地裁管内

長浜検察審遜会
第2表平成29年

(注） ・職樋審査事件については， 「受理人員」の「旧受」及び「総計」 ， ．｢既済人員」並びに「未済人員」の各箇所に（）を付し，内数として計上する。
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敢問減判所
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受理 ・ 既済事件内・容別年報
e

和歌山地織管内

築計表
第2表平成29年

(注） 職楢審査事件については， 『受理人員』の『旧受j及び『総計」 ，厩済人員」並びに「未済人員』の各随所に（）を付し，内数として叶上する。
l

、

pq

』 ｑ
も トク4

ワ
ウ
ロ

二 ノ月ノユ日 和
勺

典審踊~ ･J ' 胃
､最高
刑黙
協判所事務総周
亀
｡受｡e a 1 凸 御中 和諏函検察撫余

c ｡｡ 『｡ ■ q

処
虫
区
選
．
分

旧
．
．
受

受 理 人 貝

朔
●

◆

申立て

資 ・格

。
①告
脈
人

告

発

人

醗
・
求

人

綾
害
者

遺

族

○

申
・
立
擢
な
き
者

小

計

受
b

職． 樋 。

蝋 緒

マ
ス
〆
コ
ミ
の
報
道

投
書

申
立
梅
な
き
渚
の
申
立
て

その他

小

計

移
送
合
計

総
●

計

碗 街 人 員

起
解
相
当

不
起
豚
不
》
当

‐

不起訴相当

起
斫
猶
．
子

嫁
疑
・
不
参
十
分
■

嫌
疑
な

し

罪
と
な
ら
ず

そ
・
の
．
・
他

小

計

■

・審壷打切り

申
立
て
の
取
下
げ

そ
の
他

小

計

申立却下 ．

不
起
鮮
処
分
の
不
存
在

申
立
樋
な
し

■
“

再
度
．
の
申
立
て

そ
・
の
：
他

、
０
Ｊ〃

計

移

送

合
．
計

●

・ 審壷期間
(受理の日から）

月
以
内

三
月
以
内

六
月
以
内

－◆

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

未 済 人 員

(受
審査期間
理の日か ら）

≠

六
月
以
内

年
以
内

一
・
年
を
超
え
る
も
の

合

計

人
員

3

プ

1 7 1 9 0

｡

9 12 2 4

．

6． 0 0 ･6 1 ？
▲4 1 5 1 6

夕

傭

考

－

■ ● 申 ~ ●

● ･ ◆ 寺

■ 晶 ■

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因辱内駅 ．
由 ｡

｡ ｡

q■

凸 P

｡

■ ｡

● ●

‐ ●

● ● や 1■ ●
■ ■

q ■ *

被疑者不明 被疑者疾痛
b

事案複雑 その他
(具体的に）

色■



○ つ
ダ

（

(別紙様式第2） P

や

受・理 。 既済事件内容別年報 和歌山地栽管内
■

和歌山検察審査会
第2表平成29年

(注） 職樋審査事件については， 「受理人員｣の「旧受｣及び｢総計J , 「既済人員j並びに『来済人員jの各箇所に.()を付し，内数として計上する．
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受理 ・ 既済事件内容別年報
第2表平成～29年
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